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　①史跡整備事業と今年度の発掘調査について
　史跡大室古墳群は平成９年に国史跡に指定され、平成 10 年度より史跡入口のエ
ントランスゾーンの整備事業を実施しています。
　本年度は、２７号墳・２９号墳・２４１号墳・２４２号墳・２４３号墳・２４４
号墳の６基の古墳について保存のための修理工事を計画しましたが、２４１号墳の
大きさや形が不明瞭であったことから、この点を明らかにすることを目的に発掘調
査を実施しました。
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図１　２４１号墳位置図
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　②２４１号墳の発掘調査
　２４１号墳は、平成１１・１２・１７年度の３回にわたり、古墳の周囲に調査区
を設定して発掘調査を実施しています。この結果、
　・墳丘は石を積み上げた「積石塚古墳」であること
　・墳丘上に埴輪を樹立した古墳であること
　・出土した埴輪が五世紀後半代の特徴をもち、エントランスゾーンで最も古い古
　墳である可能性が高いこと
という点がわかっていました。しかし墳丘の改変が著しいことから、重要な古墳で
あるにもかかわらず、古墳の大きさや形という基本情報が不明となっていました。
こうした点より、史跡大室古墳群整備委員会や文化庁、長野県教育委員会の指導を
受け、保存修理工事に先立って発掘調査を実施することとなりました。
　調査区は、墳丘
上の墳頂区、北西
側の G 区、南東側
の D 区を設定しま
した。また、G 区
の調査で２４１号
墳に関わる遺構が
検出されなかった
ことから、F 区ト
レンチを墳丘側に
延長しています

（F トレ拡張区）。

　墳頂区は、もと
もと墓石や地蔵が
並んでいて、近世
以降の墓地として
利用されていまし
た。この墓地に関
わる掘込みを除去
すると、「合掌形
石室」とみられる
埋葬施設が確認さ
れました。
　合掌形石室の特
徴である天井石は
すでに失われてい
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ましたが、
　・長さ２．３m、幅１m と石室規模が大きいこと
　・確認された石室の石材が厚いこと
　・片側にのみ高く突出した石材がみられること
　（妻側立石）
　・確認面では妻側立石の反対側の短側板がみえ
　ず、閉塞された状況とみられること
という構造上の特徴から、合掌形石室と考えられ
ます。
　これまで大室古墳群では２５基余の合掌形石室
が確認されていますが、古墳の盛土中から掘り出
された合掌形石室は、長い大室古墳群の調査研究
の歴史の中でも初めての事例となります。

　

　墳頂区の南側、合掌形石室の妻側立
石の裏側からは、２４１号墳ではみら
れない大型石材がまとまって検出され
ました。これらの中には横穴式石室の
壁に使用されたとみられる石材が含ま
れているうえ、２４１号墳とは直接関
係のない六世紀後半以降の土器片が出
土しています。このことから、２４１

号墳の南側墳丘上に
は、２４１号墳より
も新しい時期に、横
穴式石室を埋葬施設
とする別の古墳が重
複して築造されてい
たと考えられます

（図４参照）。
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　F トレンチ拡張区では、２４１号墳の墳丘石積
みが確認されました。周辺に堆積する石材よりも
一回り大きな石材が、緩やかな傾斜地に水平面を
作り出すように配置されています。緩やかな傾斜
地に２４１号墳を築造するための墳丘基底部にあ
たると考えられます。
　また、最も外側の石は平坦面を外側に向けて配
置されており、これが墳丘端部を示している可能
性が考えられます。この石材を墳丘端部と仮定し
た場合、墳頂区の合掌形石室まで水平距離で約７
m を計り、２４１号墳が１４m 程度の古墳であっ
たと考えることができるようになりました。

　③２４１号墳からの出土品
　出土品には、土師器（はじき）・須恵器（すえき）・
埴輪（はにわ）があります。
　土師器は非常に少ないですが、墳頂区より高杯（たかつき）が出土しています。
　須恵器は墳頂区より、複数個体の甕の破片が出土しています。
　埴輪は墳頂区ならびに墳丘周囲から多量に出土しています。出土した埴輪の種類
は円筒埴輪・朝顔形埴輪・人物埴輪があります。この他、器種不明の形象埴輪（け
いしょうはにわ）の破片があり、人物埴輪の他にも器財をかたどった埴輪が樹立さ
れていた可能性が高いと考えられます。

　まとめ
　今回の発掘調査で明らかとなった点は以下のとおりです。

　①墳丘は積石塚で、埋葬施設は合掌形石室である。
　②２４１号墳は１４m 程度の規模である可能性が高い。
　③墳丘上には円筒埴輪と朝顔形埴輪が樹立され、人物埴輪等の形象埴輪も樹立さ
　れていた。
　④合掌形石室の周囲には、土師器高杯や須恵器甕が設置されていた。
　⑤古墳の諸要素ならびに出土品から、五世紀後半代の築造と考えられる。
　⑥２４１号墳の南側には、２４１号墳よりも新しい時期に、横穴式石室を埋葬施
　設とする別の古墳が築造されていた。

写真２　F トレンチ拡張区
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　大室古墳群における古墳の築造は、ムジナゴーロ単位支群や大石単位支群など尾
根上や谷において同時多発的に合掌形石室を埋葬施設とする積石塚古墳の築造に開
始されると理解されていますが、集落にほど近い山裾部でも同様であることがわか
りました。山裾部の古墳は比較的新しいことから、尾根上や谷部に最初造られた古
墳群が徐々に範囲を拡大し、山裾部にまで古墳が造られるようになった、と一般的
に考えられていただけに、２４１号墳の持つ意義は、大室古墳群を考えていく上で
極めて重要な位置を占めています。

　また、今回の調査で、２４１号墳の墳丘規模を推定する手がかりが得られましたが、
古墳の形を決定することはできませんでした。２４１号墳が大室古墳群で一般的な
円墳であるのか、あるいは古墳時代中期後半代に登場する方墳であるのか、この点
を追求することは今後の大きな課題となっています。
　

合掌形石室の事例

ムジナゴーロ単位支群　１６８号墳

大石単位支群　２２５号墳


